














































許可品目

廃プラスチック類　金属くず　紙くず　

木くず　繊維くず　ガラス・陶磁器及び

コンクリートくず　がれき類　ゴムくず　

高度運行情報システム

回 収 湖南RC

KINKAN GROUP
「湖南リサイクルセンター」へ

GPS

みまもりくん ETマニフェスト
e-reverse

　みまもりくんとは、最高速度・急発
進、急ブレーキ等の運行情報を管理す
るシステムです。
　当社では、みまもりくんによる運転日
報をもとにドライバーへの安全運転意
識の向上を図っています。

　電子マニフェストに付加機能が付
いたものです。ET-マニフェストはGPS
データによる運行管理が可能になり、
e-reverseは、建設工事等の現場特
性に合わせた運用ができます。

排出事業者

23 24

コンテナ一覧
4m34m3 6m36m3 8m38m31.5m31.5m3 24m324m38m38m3

ふた付き

有価物

混さい プラ 陶磁器

木パレ

A社分 B社分 C社分

一度に多量の荷物を運ぶことができます。段積み、リフ
トでの積み込みが可能です。小コンテナやフレコン
バッグなどの積み合わせにも適しています。

平ボディ車　
台数 ： 1台（9ｔ）

小コンテナやフレコンバッグなどの積み合わせ
が可能です。

ユニック付平ボディ車
台数 ： 1台（4ｔ）

ユニックで釣り上げての積み込みが可能です。
リフトをお持ちでないお客様にご活用いただい
ています。様 な々コンテナの積み合わせや小コ
ンテナの交換が可能です。

ユニック付アームロール車　
台数 ： 1台（4ｔ）

ユニックで釣り上げての積み込みが可能です。リフトをお持ちでない
お客様のもとで、コンテナの積み合わせや小コンテナの交換がで
き、荷台のコンテナをそのまま設置することも可能です。

2tアルミ車、軽トラック車
台数 ： 各2台

主に資源物の回収に使用しています。
道幅の狭い住宅地など、小回りの効く回収ができます。

アームロール車
台数 ： 3台（10ｔ）、 3台（9ｔ）、
　　　7台（4ｔ）、1台（3ｔ）、2台（2ｔ）

当グループのスタンダード車輌です。荷
台がコンテナになっているので、そのま
ま降ろして設置できます。

冷蔵冷凍車　台数 ： 1台（3ｔ）

最適温度を保持する冷蔵車です。主に食品廃棄物の運
搬に利用しています。

15t 低床WING 車
台数 ： 2台（15ｔ）

小口産廃回収BOX

60ℓ60ℓ

キンカングループが保有する運搬車輌は、お客様のニーズに幅広く対応できる充実のラインナップ。
廃棄物の種類に合わせた多彩なコンテナと、最適な車輌を手配し、お客様のもとへ伺います。
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収
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ー
ビ
ス
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象
車

まとめて
大量同時運搬でエコ

効率のよい
ルートでエコ

4ｔ車

2ｔ車

ドライバーは出発前に身だしなみ・
健康状態の確認を行い、免許証や
許可証、マニフェスト等の携帯物
チェック、車輌点検を行います。
また、緊急事態マニュアルを各車輌
に携帯し、万が一の事故の際は各
ドライバーが適切な対応をとれるよ
うに対策しています。

当社では、万が一の事故を防ぐため出発前の事前チェック
でドライバーの身だしなみや健康状態の確認・車輌の点検
を行います。
廃棄物の引取り後は、みまもりくんや GPS 等の運行情報シ
ステムにより廃棄物の適正運搬及び安全運転管理を実現し
ています。お客様から委託された廃棄物は契約に基づき、
品目や性状によって適正な処分先へと運搬します。

廃棄物に合わせた、運搬方法を提案

GPS

健康状態のチェック 車輌点検

免許・許可書 

マニフェスト

緊急事態マニュアル

健康状態のチェック

車輌の点検

許可品目
汚泥　燃え殻　廃油　廃酸　
廃アルカリ　動植物性残渣
鉱さい　ばいじん　感染性廃棄物
廃石綿

食品回収BOX

150ℓ・500ℓ150ℓ・500ℓ

最適な車輌を手配して
お客様の元へ

フレコン

1m31m3

【物流部門】

パッカー車　台数 ： 1台（9ｔ）、8台（4ｔ）、8台（3t） 3tアルミバン車　台数 ： 1台（3ｔ）

圧縮型の積み込み車輌です。重量が軽く圧縮
できる廃棄物を大量に積み込むことができます。

巡回回収を行っていても、
個別に重量計量ができる
計量器付

計量器付き : 7台

協力業者

【スタッフコメント】
環境事業部
統括課長　中村真也

　3年間の目標で4台の車輛を購入しま
した。車輛は環境に配慮した車でありま
すが、やはり維持も大事で、車が長持ち
するように長く、きれいに乗ることにも心
掛けています。
　また、ドライバーの教育もレベルアップ
させるように考えています。ドライバーの
廃棄物に関する知識を高めて、お客様
のところで聞かれたことに詳しく答えら
れるようにセールスドライバーの育成を
目指していきたいと思います。

環境への
負担が少ない
「天然ガス車」

湖南リサイクルセンターで処理が出来
ない廃棄物も協力業者とのパートナー

シップにより、適正な処理先を提案します。

朝礼・MT

事前チェック
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湖南リサイクルセンター
〔 産業廃棄物 処理 〕

【施設設備】

マテリアルリサイクル

製紙原料チップ、建材原料 バイオマスボイラー燃料チップ

有価物として売却されます。

株式会社トクヤマにて
セメントの原燃料化
としてリサイクル

圧
縮
処
理

マテリアルリサイクルできない廃プラスチックセメントリサイクル

プレス梱包された廃棄物

細かな手選別により
各リサイクルルートへ

搬入・計量
廃プラスチック類　金属くず　

紙くず　木くず　繊維くず

ガラス・陶磁器及びコンクリートくず　

がれき類　ゴムくず

　搬入された廃棄物から有価物の金属・古紙・一部プラスチックを
選別し圧縮等加工して国内外に売却しています。

　湖南リサイクルセンターに同設する木材チップ専用破砕施設では、種類ごとに搬入された木くずを、
破砕施設によりチップ化します。木材チップは製紙原料や建材原料などに利用されています。原料として
利用出来ないものは、バイオマスボイラーの燃料として活用しています。自然の恵みを有効に再利用す
ることを目的に、木材のリサイクル率１００％を目指しています。

2 62 5

荷下ろし前に、許可以外の
品目が混入していないか

目視で確認

朝礼・ミーティング・終礼
　「おはようございます、こんにちは、いらっしゃいま
せ、ありがとうございました」で1日の業務が始まり、
一人一人が声を出す事により、その日の仕事へのス
イッチが入ります。
　朝礼後のミーティングでは、各自その日のスケ
ジュールを共有し、終礼では一日の出来事と反省
点を話し合い、業務が円滑で安全に進むようにし
ています。日々朝礼やミーティング、終礼を行い、お
客様にとって安心、安全な会社を目指しています。

重機・設備の点検
　お客様からお預かりした廃棄物を適正
に処理をする施設や重機などは、事故や
故障によってお客様にご迷惑をおかけしな
い為にも、毎日点検をし、定期的にメンテ
ナンスも行っています。
　お客様が湖南リサイクルセンターに廃棄
物を出せば安心だと言ってもらえるように、
私たちは日々努力しています。

圧 縮

株式会社湖南リサイクルセンターでは産業廃棄物、一般廃棄物の処理と

リサイクルを行っています。廃プラスチック類、木くず、紙くず、繊維くず、

ガラス・陶磁器・コンクリートくず、金属くずなど８品目を取り扱っています。

適正な選別、中間処理を行い、マテリアルリサイクルやサーマルリサイクルに繋げます。

また、お客様のニーズに合わせたリサイクル、処理を行います。

県下最大級の処理能力を有する工場

異物確認 選 別選 別

再生利用

原料燃料化リサイクル

サーマルリサイクル
破 砕

最近心掛けているのは、『やる気』目的目標を持ち頑張る・『元気』常に元気よく・『勇気』新しい事にチャレンジする勇
気です。この３つを心掛けて今年も頑張ります。
今年の6月11日で、近畿環境保全が創業55年を迎えキンカングループ55周年祝賀会を滋賀県にあるロイヤルオークホ
テルで行いました。社員の家族やキンカングループ関係者の皆様にもご参加頂き盛大にお祝いをする事が出来ました。
次回の節目の60周年を目指し社員一同頑張って当グループを盛り上げていきたいと思います。お客様が今より安心して
廃棄物を出していただける会社を目指していきたいと思います。

【スタッフコメント】環境事業部　湖南リサイクルセンター　主任　吉田 光 廃棄となった製品の
安心・安全な処理
各種製造メーカーの機密情報が詰まった製品を、解体、分別後、
マテリアル・サーマルリサイクルで安全かつ安心のリサイクルを実現。
確実な解体、破砕処理を行う事により、横流し等のリスクを排除。

15t 低床WING 車
2台保有

突発的な廃棄にも対応できる
処理能力と荷受け場所を保有。

突発的な多量の廃棄物にも、
迅速に適正な車輌をご用意。

処理前、中、後の写真撮影と
報告書を作成。

安全管理 安心処理 安心対応

ゼロ

エミッシ
ョン

達成

処理能力

約100
t/日

圧
縮
処
理

セメントリサイクルできないプラスチック、紙くず、
繊維くず、また、その混合物固形燃料（RPF）リサイクル

セメントにも、RPFにも適さない廃棄物サーマルリサイクル

様 な々状態の木くずを有効にリサイクル

木くずを破砕してチップを製造します。

木材チップ専用破砕施設

廃プラスチック類、紙くず、
繊維くず（塩ビを除く）

廃プラスチック類（塩ビを除く）

プレス梱包された廃棄物

ゼロ

エミッシ
ョン

達成

処理能力

約100
t/日

ＲＰＦ製造工場で固形燃
料化され、製紙会社のバ
イオマスボイラーに使用
してリサイクル

固形燃料

破
砕
処
理

ゼロ

エミッシ
ョン

達成

処理能力

約200
t/日

排熱を発電に利用後、灰
をリサイクル。排熱を発電
に利用後、灰をスラグ・メ
タルとしてリサイクル

廃プラスチック類、金属、
木くず、紙くず等、
混合物廃棄物、複合廃棄物

破砕処理された廃棄物

純木パレット、梁、柱材、
合板、腐敗パレット、生木、など

釘などの金属は
磁力選別機により
分けられます。

ターゲット12.2
2030年までに天然資源の持続可能な管理及び
効率的な利用を達成する。
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イッチが入ります。
　朝礼後のミーティングでは、各自その日のスケ
ジュールを共有し、終礼では一日の出来事と反省
点を話し合い、業務が円滑で安全に進むようにし
ています。日々朝礼やミーティング、終礼を行い、お
客様にとって安心、安全な会社を目指しています。

重機・設備の点検
　お客様からお預かりした廃棄物を適正
に処理をする施設や重機などは、事故や
故障によってお客様にご迷惑をおかけしな
い為にも、毎日点検をし、定期的にメンテ
ナンスも行っています。
　お客様が湖南リサイクルセンターに廃棄
物を出せば安心だと言ってもらえるように、
私たちは日々努力しています。

圧 縮

株式会社湖南リサイクルセンターでは産業廃棄物、一般廃棄物の処理と

リサイクルを行っています。廃プラスチック類、木くず、紙くず、繊維くず、

ガラス・陶磁器・コンクリートくず、金属くずなど８品目を取り扱っています。

適正な選別、中間処理を行い、マテリアルリサイクルやサーマルリサイクルに繋げます。

また、お客様のニーズに合わせたリサイクル、処理を行います。

県下最大級の処理能力を有する工場

異物確認 選 別選 別

再生利用

原料燃料化リサイクル

サーマルリサイクル
破 砕

最近心掛けているのは、『やる気』目的目標を持ち頑張る・『元気』常に元気よく・『勇気』新しい事にチャレンジする勇
気です。この３つを心掛けて今年も頑張ります。
今年の6月11日で、近畿環境保全が創業55年を迎えキンカングループ55周年祝賀会を滋賀県にあるロイヤルオークホ
テルで行いました。社員の家族やキンカングループ関係者の皆様にもご参加頂き盛大にお祝いをする事が出来ました。
次回の節目の60周年を目指し社員一同頑張って当グループを盛り上げていきたいと思います。お客様が今より安心して
廃棄物を出していただける会社を目指していきたいと思います。

【スタッフコメント】環境事業部　湖南リサイクルセンター　主任　吉田 光 廃棄となった製品の
安心・安全な処理
各種製造メーカーの機密情報が詰まった製品を、解体、分別後、
マテリアル・サーマルリサイクルで安全かつ安心のリサイクルを実現。
確実な解体、破砕処理を行う事により、横流し等のリスクを排除。

15t 低床WING 車
2台保有

突発的な廃棄にも対応できる
処理能力と荷受け場所を保有。

突発的な多量の廃棄物にも、
迅速に適正な車輌をご用意。

処理前、中、後の写真撮影と
報告書を作成。

安全管理 安心処理 安心対応

ゼロ

エミッシ
ョン

達成

処理能力

約100
t/日

圧
縮
処
理

セメントリサイクルできないプラスチック、紙くず、
繊維くず、また、その混合物固形燃料（RPF）リサイクル

セメントにも、RPFにも適さない廃棄物サーマルリサイクル

様 な々状態の木くずを有効にリサイクル

木くずを破砕してチップを製造します。

木材チップ専用破砕施設

廃プラスチック類、紙くず、
繊維くず（塩ビを除く）

廃プラスチック類（塩ビを除く）

プレス梱包された廃棄物

ゼロ

エミッシ
ョン

達成

処理能力

約100
t/日

ＲＰＦ製造工場で固形燃
料化され、製紙会社のバ
イオマスボイラーに使用
してリサイクル

固形燃料

破
砕
処
理

ゼロ

エミッシ
ョン

達成

処理能力

約200
t/日

排熱を発電に利用後、灰
をリサイクル。排熱を発電
に利用後、灰をスラグ・メ
タルとしてリサイクル

廃プラスチック類、金属、
木くず、紙くず等、
混合物廃棄物、複合廃棄物

破砕処理された廃棄物

純木パレット、梁、柱材、
合板、腐敗パレット、生木、など

釘などの金属は
磁力選別機により
分けられます。

ターゲット12.2
2030年までに天然資源の持続可能な管理及び
効率的な利用を達成する。



保管スペースが
大きいため大量に
食品廃棄物を
保管可能

2 7 2 8

製鋼原料として再生 製紙原料として再生 プラスチック原料として再生

選別圧縮機 大型圧縮機 溶融機

磁石でアルミ缶とスチール缶を
選別し、圧縮

ダンボール、
古紙を各種類ごとに圧縮

発泡スチロールを細かくし、
インゴットの形に溶融

缶 瓶 古紙 発泡
スチロールダンボール ミックス

ペーパー

資源ごみの回収

2tアルミ車

処理した資源物はすべて有価物として販売しています。

圧縮処理された
空き缶

圧縮処理された
ダンボール

溶融処理された
発泡スチロール

【お客様コメント】

　近畿環境保全株式会社様とはよく冬のヨシ刈など
で御一緒させてもらいます。
以前からCSR活動に非常に熱心だなという印象が強
く、機会があれば是非食品リサイクルも一緒に取組み
たいなと思っていました。
　2017年2月から㈱たねやの「製餡粕」と「寒天」、
㈱クラブハリエの「バームクーヘン液体残さ」の飼料
化をお願いする事になりました。食品リサイクル法が
改正されて排出事業者は従来よりも10％高い、95％
のリサイクル率を求められるようになりましたが、苦手
だった液体残さに目処が立ち近畿環境保全株式会
社様にはとても感謝しております。コンプライアンスや
環境に対する意識の高さが、安心して廃棄物の処分
をお任せする事に繋がっています。

食品製造・販売

食品

食品廃棄物
一般廃棄物
産業廃棄物

分別、破袋

キンカンが目指す
食品リサイクル

ループ
食品廃棄物の鮮度を

保ちながら、専用冷蔵車で
運搬致します。

収集運搬養豚農場・農業

（野菜くず・パン類・麺類・
弁当類・液体食品類）

飼料資源

肥料資源

F.R.O.Gセンター

処理前、中、後の写真撮影と
報告書を作成いたします。

安全管理

廃棄となった製品も安心・安全に処理いたします。廃棄となった製品も安心・安全に処理いたします。

資源循環センター
〔 資源物処理 〕

【施設設備】

F.R.O.Gセンター
〔 食品リサイクル工場 〕

【施設設備】

資源ごみのリサイクルステーション 食品リサイクル・ループの実現を目指して

たねやグループ　愛知川製造本部　木田  幸司様

2013年に食品リサイクル工場、F.R.O.Gセンターを
新設しました。F.R.O.Gセンターでは、食品の製造、
流通、消費の各段階で生じる食品廃棄物を、飼料、
肥料へとリサイクルしています。
破袋・分別する事で商品としての価値を失くし確実
に処理します。これまでゴミとして捨てられていた食品
を、飼料や肥料として利用する事で、ごみ処理や環
境への負担が軽減できます。また、廃棄物が減少する
ことにより処理にかかるコストも削減できます。

　ダンボールや古紙、空き缶、発泡スチロー
ル、ペットボトル等の資源ごみをリサイクルす
る再生施設です。
　可燃ごみの収集車とは別に２ｔアルミ車に
て収集を行い、資源ごみを巡回回収していま
す。お客様の持込みにも対応しております。

容器に入っている
ものや袋入りの
ものを分別して破袋

缶入飲料や
ペットボトル
飲料を分別

安心処理

処理能力

約12
t/日

処理能力

約36
t/㎥

保管面積

99.6
㎥

ターゲット12.5
2030年までに、廃棄物の発生防止、削減、再生利用
及び再利用により、廃棄物の発生を大幅に削減する。
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【お客様コメント】

　近畿環境保全株式会社様とはよく冬のヨシ刈など
で御一緒させてもらいます。
以前からCSR活動に非常に熱心だなという印象が強
く、機会があれば是非食品リサイクルも一緒に取組み
たいなと思っていました。
　2017年2月から㈱たねやの「製餡粕」と「寒天」、
㈱クラブハリエの「バームクーヘン液体残さ」の飼料
化をお願いする事になりました。食品リサイクル法が
改正されて排出事業者は従来よりも10％高い、95％
のリサイクル率を求められるようになりましたが、苦手
だった液体残さに目処が立ち近畿環境保全株式会
社様にはとても感謝しております。コンプライアンスや
環境に対する意識の高さが、安心して廃棄物の処分
をお任せする事に繋がっています。
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飼料資源
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F.R.O.Gセンター

処理前、中、後の写真撮影と
報告書を作成いたします。

安全管理

廃棄となった製品も安心・安全に処理いたします。廃棄となった製品も安心・安全に処理いたします。
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【施設設備】
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〔 食品リサイクル工場 〕
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資源ごみのリサイクルステーション 食品リサイクル・ループの実現を目指して

たねやグループ　愛知川製造本部　木田  幸司様

2013年に食品リサイクル工場、F.R.O.Gセンターを
新設しました。F.R.O.Gセンターでは、食品の製造、
流通、消費の各段階で生じる食品廃棄物を、飼料、
肥料へとリサイクルしています。
破袋・分別する事で商品としての価値を失くし確実
に処理します。これまでゴミとして捨てられていた食品
を、飼料や肥料として利用する事で、ごみ処理や環
境への負担が軽減できます。また、廃棄物が減少する
ことにより処理にかかるコストも削減できます。

　ダンボールや古紙、空き缶、発泡スチロー
ル、ペットボトル等の資源ごみをリサイクルす
る再生施設です。
　可燃ごみの収集車とは別に２ｔアルミ車に
て収集を行い、資源ごみを巡回回収していま
す。お客様の持込みにも対応しております。
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ターゲット12.5
2030年までに、廃棄物の発生防止、削減、再生利用
及び再利用により、廃棄物の発生を大幅に削減する。
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立命館大学　理工学部　教授

【第三者意見】

橋本征二 様

環境学習 共働

　キンカングループが行っているCSR活動の多様さに感嘆しながら読ませていただきました。自然環境、地域

社会、環境学習、共働、労働環境と非常に幅広い分野で「企業の社会的責任」を果たされていることが分かる

ものでした。これだけの活動を行ってこられた方々に、心より敬意を表したいと思います。また、今回の報告書

は、国連の持続可能な開発目標（SDGs）と各CSR活動の関連づけを行っていることが特徴となっており、世界

が取り組むべき課題に対するグループの貢献も明らかになるような内容でした。

　報告書の中では冒頭に少しだけ触れられていますが、実は、グループの事業活動そのものに関連するSDGs

として、「目標12. つくる責任、使う責任（持続可能な消費と生産のパターンを確保する）」があります。

　例えば、目標12.2には「2030年までに天然資源の持続可能な管理及び効率的な利用を達成する」とありま

すが、リサイクルは天然資源を効率的に、すなわち何度も利用する重要な手段の一つです。EMSのページで紹

介されているリサイクルの推進はこの目標に貢献するものであり、グループの事業活動そのものがSDGsに貢献

していること、例えば、リサイクルによって削減できた資源消費量や二酸化炭素排出量などをアピールすること

は、廃棄物の排出事業者向けにも有益かと思います。

　また、目標12.3には「2030年までに小売・消費レベルにおける世界全体の一人当たりの食料の廃棄を半減

させ、収穫後損失などの生産・サプライチェーンにおける食品ロスを減少させる」、目標12.5には「2030年まで

に、廃棄物の発生回避、削減、再生利用及び再利用により、廃棄物の発生を大幅に削減する」とあります。こ

れらは、リサイクルに触れつつも廃棄物自体を減らすことを謳っていることから、グループの事業活動にとっては

市場を小さくするあまり好ましくない目標かもしれません。しかしながら、社会が目指す方向は廃棄物の最小化

であり、それを見据えた展開が垣間見られると、更に先進的な事業活動、そしてCSR報告書になると思います。

■プロフィール

【CSR活動のあゆみ】
ＩＳＯ１４００１ 認証取得

廃植物油の回収・ＢＤＦプロジェクト開始

小学校における環境学習の開始／琵琶湖環境ビジネスメッセ参加開始

社内環境ポイント制度開始

カーボンオフセット開始（内モンゴルにて植林）

環境報告書の第一号を発行／琵琶湖森林づくりパートナー協定

エコキャップ推進運動開始／愛する地球のために約束する協定

滋賀グリーン購入ネットワーク 入会／グリーン電力を3年間利用

ヨシでびわ湖を守るネットワーク参加／循環型社会創造研究所えこらとの協同事業開始

滋賀レイクスターズ支援開始　エコステーションの設置

いしべ共働作業所 障がい者雇用開始

コナン市民共同発電所へ出資

太陽光発電パネル設置

琵琶湖森林づくりパートナー協定　5年間延長

中間処理棟へLED照明の導入

 2005年

2006年

2007年

2008年

2009年

2010年

2011年

2013年

2014年

2015年

2016年

【受賞歴】
第3回草津市地球温暖化防止大賞　優秀賞　受賞

第2回しが低炭素リーダー賞　受賞

第4回草津市地球温暖化防止大賞　優秀賞　受賞

公益財団法人 全国産業廃棄物連合会 青年部協議会　CSR2プロジェクト

コンプライアンス部門　受賞　社会貢献部門　受賞

2011年

　　　　

2012年

2014年

　　　　　　

　　

近畿環境保全株式会社 営業本部
〒525-0027 滋賀県草津市野村1丁目3-2 SKキューブ2-B

TEL 077-561-5377　FAX 077-561-5388
E-mail: info@kin-kan.co.jp　
URL: http://www.kin-kan.co.jp

【お問い合わせ】

創業者の西村裕司が「西村商店」として京都市内で廃棄物回収の事業を始める。

近畿環境保全株式会社を設立。

滋賀県で産業廃棄物中間処理業の許可を取得。破砕機と焼却炉で事業を開始。

中間処理業の許可に品目追加。【廃プラスチックと感染性廃棄物の焼却】

「有限会社新生」を設立。プラスチックリサイクル事業に本格的に乗り出す。

湖南市に「近畿環境保全株式会社 石部リサイクルセンター」を竣工、

2003年より本格的に事業開始。

京都市における一般廃棄物収集運搬業を分社し、有限会社ラゴを設立。

石部リサイクルセンターを別法人に分社化、「株式会社湖南リサイクルセンター」として

現在に至る。この時に子会社の新生も合併。総合リサイクルセンターとして事業拡大。

株式会社きぷらを設立し、5月より廃木材をチップ化しリサイクルする新工場を竣工。

西村忠浩が近畿環境保全株式会社の代表取締役社長に就任。

西村裕司が近畿環境保全株式会社の代表取締役会長に就任。

株式会社きぷらの木材チップ製造施設を株式会社湖南リサイクルセンターに譲渡。

湖南リサイクルセンターにおいて、木くずの破砕施設許可を追加取得。

創業50周年事業を行う。

食品リサイクル施設「F.R.O.Gセンター」を竣工。

創業55周年を迎える。

営業本部を湖南リサイクルセンター内から、草津市野村へ移設。

1962年

1975年

1994年

1998年

2001年

2002年

2005年

2008年

2009年

2011年

2012年

2013年

2017年

【沿　革】
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書では廃棄物に関する章の代表執筆者、現在、国連環境計画国際資源パネル
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【第三者意見】

橋本征二 様

環境学習 共働

　キンカングループが行っているCSR活動の多様さに感嘆しながら読ませていただきました。自然環境、地域

社会、環境学習、共働、労働環境と非常に幅広い分野で「企業の社会的責任」を果たされていることが分かる

ものでした。これだけの活動を行ってこられた方々に、心より敬意を表したいと思います。また、今回の報告書

は、国連の持続可能な開発目標（SDGs）と各CSR活動の関連づけを行っていることが特徴となっており、世界

が取り組むべき課題に対するグループの貢献も明らかになるような内容でした。

　報告書の中では冒頭に少しだけ触れられていますが、実は、グループの事業活動そのものに関連するSDGs

として、「目標12. つくる責任、使う責任（持続可能な消費と生産のパターンを確保する）」があります。

　例えば、目標12.2には「2030年までに天然資源の持続可能な管理及び効率的な利用を達成する」とありま

すが、リサイクルは天然資源を効率的に、すなわち何度も利用する重要な手段の一つです。EMSのページで紹

介されているリサイクルの推進はこの目標に貢献するものであり、グループの事業活動そのものがSDGsに貢献

していること、例えば、リサイクルによって削減できた資源消費量や二酸化炭素排出量などをアピールすること

は、廃棄物の排出事業者向けにも有益かと思います。

　また、目標12.3には「2030年までに小売・消費レベルにおける世界全体の一人当たりの食料の廃棄を半減

させ、収穫後損失などの生産・サプライチェーンにおける食品ロスを減少させる」、目標12.5には「2030年まで

に、廃棄物の発生回避、削減、再生利用及び再利用により、廃棄物の発生を大幅に削減する」とあります。こ

れらは、リサイクルに触れつつも廃棄物自体を減らすことを謳っていることから、グループの事業活動にとっては

市場を小さくするあまり好ましくない目標かもしれません。しかしながら、社会が目指す方向は廃棄物の最小化

であり、それを見据えた展開が垣間見られると、更に先進的な事業活動、そしてCSR報告書になると思います。

■プロフィール

【CSR活動のあゆみ】
ＩＳＯ１４００１ 認証取得

廃植物油の回収・ＢＤＦプロジェクト開始

小学校における環境学習の開始／琵琶湖環境ビジネスメッセ参加開始

社内環境ポイント制度開始

カーボンオフセット開始（内モンゴルにて植林）

環境報告書の第一号を発行／琵琶湖森林づくりパートナー協定

エコキャップ推進運動開始／愛する地球のために約束する協定

滋賀グリーン購入ネットワーク 入会／グリーン電力を3年間利用

ヨシでびわ湖を守るネットワーク参加／循環型社会創造研究所えこらとの協同事業開始

滋賀レイクスターズ支援開始　エコステーションの設置

いしべ共働作業所 障がい者雇用開始

コナン市民共同発電所へ出資

太陽光発電パネル設置

琵琶湖森林づくりパートナー協定　5年間延長

中間処理棟へLED照明の導入
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2016年

【受賞歴】
第3回草津市地球温暖化防止大賞　優秀賞　受賞

第2回しが低炭素リーダー賞　受賞

第4回草津市地球温暖化防止大賞　優秀賞　受賞

公益財団法人 全国産業廃棄物連合会 青年部協議会　CSR2プロジェクト

コンプライアンス部門　受賞　社会貢献部門　受賞

2011年

　　　　

2012年

2014年

　　　　　　

　　

近畿環境保全株式会社 営業本部
〒525-0027 滋賀県草津市野村1丁目3-2 SKキューブ2-B

TEL 077-561-5377　FAX 077-561-5388
E-mail: info@kin-kan.co.jp　
URL: http://www.kin-kan.co.jp

【お問い合わせ】

創業者の西村裕司が「西村商店」として京都市内で廃棄物回収の事業を始める。

近畿環境保全株式会社を設立。

滋賀県で産業廃棄物中間処理業の許可を取得。破砕機と焼却炉で事業を開始。

中間処理業の許可に品目追加。【廃プラスチックと感染性廃棄物の焼却】

「有限会社新生」を設立。プラスチックリサイクル事業に本格的に乗り出す。

湖南市に「近畿環境保全株式会社 石部リサイクルセンター」を竣工、

2003年より本格的に事業開始。

京都市における一般廃棄物収集運搬業を分社し、有限会社ラゴを設立。

石部リサイクルセンターを別法人に分社化、「株式会社湖南リサイクルセンター」として

現在に至る。この時に子会社の新生も合併。総合リサイクルセンターとして事業拡大。

株式会社きぷらを設立し、5月より廃木材をチップ化しリサイクルする新工場を竣工。

西村忠浩が近畿環境保全株式会社の代表取締役社長に就任。

西村裕司が近畿環境保全株式会社の代表取締役会長に就任。

株式会社きぷらの木材チップ製造施設を株式会社湖南リサイクルセンターに譲渡。

湖南リサイクルセンターにおいて、木くずの破砕施設許可を追加取得。

創業50周年事業を行う。

食品リサイクル施設「F.R.O.Gセンター」を竣工。

創業55周年を迎える。

営業本部を湖南リサイクルセンター内から、草津市野村へ移設。
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研究に取り組む。気候変動に関する政府間パネル（IPCC）の第4次評価報告
書では廃棄物に関する章の代表執筆者、現在、国連環境計画国際資源パネル
（UNEP IRP）のメンバー、廃棄物処理・リサイクルIoT導入促進協議会の運営
委員、大津市廃棄物減量等推進審議会の会長等。
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	2017-18_Part3
	2017-18_Part3のコピー
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